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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・8/29,30モーニングあり。

・カンファレンスのファイル内に予定表を挟み、現在はカンファ記録を2週間分綴っている。また、病棟日誌は2ヶ月分綴っていくこととする。

・業務について～看護スタッフは各勤務帯でバイタルの確認を行っていくこと。（身体管理目的）
＜患者様連絡事項＞

・蝦夷森　重雄様～本日13:00～14:00、スタッフ付き添いで外出となっている。

・田名部　清一様～8/24 13:00訪問看護の佐藤SGMと顔合わせの予定となっている。

・後藤　昭雄様～本日14:00から李ＣＰとの面談予定となっている。

・藤井　純子様～本日15:30～宗像ＰＳＷとアパート支払いなど、外出予定となっている。

・中村　寿昭様～8/28 10:00～8/29 16:00外泊希望あり、主治医許可となっている。

・久保　興介様～不穏時の予測指示9/6まで継続となっている。

　　　　　　　　胃痛継続しており、ランソプラゾール１T　１×ｖｄｓ　４T処方。

・中森　みや子様～ナパゲルン軟膏１本処方。

・大石　清志様～カリーユニ点眼液１本処方。

＜要注目患者様ケース検討＞

・後藤　昭雄様～電話要求頻回さは継続して見られている。以前より対応は穏やかになってきており、しつこさは減少している。レストラン移動の際、階段とエレベーター使用について発言に変動ある為、膝の調子が良い場合は階段を利用していただくことを説明するなどの統一した対応をしていく。

・曽我　正子様～失禁続いているが、オムツの使用についての理解は出来ておらず、再三の説明要している。本日13時、体温39.0℃。水分補給とクーリング試行するも、発汗はあまり見られていない。本人がジッとしておれず、活動的となることある為、なるべく臥床し解熱するまでは休んでいただくよう、本人の理解度に合わせて都度、説明していく。

・大橋　照子様～昨日の日中も拒薬見られ「しつこい人嫌い」等と話されていたが、本日は拒薬なく、対応穏やか。妄想に左右された発言見られる為、統一した対応をしていく。

・中居　松男様～現在エンシュア摂取しているが、今後は主治医許可後、ＭＡ－８プラスへ切り替えていく。ＳＳＴ：Ｃグループ

・坂本　のり子様～夜間帯、右下肢疼痛の訴えあり、軟膏塗布している。特定男性患者様との過度な接触は見られていない。スタッフの説明に対し、聞き入れず不機嫌となることもある為、引き続き、治療の場であることを説明し、突発的な行動に注意していく。

＜川端Dr診察＞

・山下　拓也様～臨時薬前回と同内容処方となっている。

・阿部　文香様～ささくれを剥き出血することある。看護スタッフよりはさみを使用してささくれの処置を行い、都度説明・指導していくよう指示あり。

・佐々木　康子様～外出の希望聞かれていることから家族連絡を行い、面会時に家族と外出されるよう指示あり。

・清川　厚子様～本人が夫様へ電話し、許可なしにも関わらず「外出の許可が出たから」と話すことあり、主治医よりそのようなことをしないよう説明している。また、入浴・洗髪を行うよう、再度説明されており、本人了承している。

・後藤　昭雄様～眠気が強いことから、レボトミン(5)2T、ロキソプロフェンNa(60)2T中止。他、前回と同内容処方。また、便秘傾向の為、排便－２日以降、センナリド2T vds服用の予測指示が出ている。

　　　　　　　　主治医より、簡単な疾病の説明をしており、担当スタッフから早急に疾病教育を行うよう指示あり。確実に服薬することも話されている。また、膝痛軽減により、作業療法開始となり階段を使用するように、との説明あり。

・向井　敦子様～退院先は自宅しか選択肢がない為、今後看護・PSWと退院先について面談進めていくよう指示あり。

・曽我　正子様～発熱見られているが、水分補給等の対処療法行い悪化見られた場合、当直医へ指示受けするようにとのこと。

